
の イ て
やめまし う

みの イ て つ うに

みを イ てしないために
した

協 を

小平市まちの

か やってく だろう なく

の として

「 につかないから」、「 か うから」と思 ない

の いなまちに

新型コロナウイルス感染症の影響で、テレワーク
など在宅で過ごす時間が増加したり、店舗から灰
皿やごみ箱が撤去されたりするなど、住民を取り
巻く生活環境が大きく変化しました。
それに伴って、市内の駅や路上などにポイ捨てさ
れた缶、瓶、ペットボトルや、たばこの吸い殻な
どが目立つようになっています。また、飼い犬の
ふんが処理されずに放置されていることに関する
苦情や相談も多く寄せられています。

▷ペットを散歩などで
外出させるときは、ふ
ん尿を処理するための
用具を携帯する

▷ごみは持ち帰って分
別し、ごみや資源の収
集に出すか、購入した
お店の回収ボックスへ

▷空き缶やたばこの吸い殻などのごみをポイ捨てすること
▷ペットが排泄したふんを放置すること

都立小平高校では、毎年１回、生徒会が主体となり、１、２年生で
市内の道路の清掃活動をしています。また、有志で放課後などに高
校周辺の道路の清掃をしています。中心となって清掃活動を行って
いる生徒にお話を聞きました。

路上には、缶やペットボトルのほか、たばこの吸い殻や空き箱、マス
クなどが多く捨てられています。特に、火が付いたままのたばこは火
災の原因になり、危険だと思います。ごみは、生け垣や側溝付近など、
人目につきにくいところに多く、一つごみがあると、周辺にもごみが
集まっている印象です。なぜ、自分の出したごみを持ち帰ったり、所
定の場所に捨てることができないのかと疑問で、とても悲しく感じま
す。人目につかないから、誰かが拾ってくれるだろう、と思わないで、
ごみは路上に捨てないというマナーを、一人一人が守ってほしいです。

以前は、「自分ひとりが行う僅かな行動に意味があるのか」、「誰かが
やってくれるだろう」と他人事のように感じていたかもしれません。
しかし、清掃活動をしていく中で、自分自身の問題として捉えるよう
になり、自分のできる範囲で行動することが重要だと感じました。今
後も、きれいなまちとなるように、活動を続けていきたいです。一人
一人の行動で、ポイ捨てされるごみが減り、マナーを守る人が増えて
いくと嬉しいです。

行為者に対して、ごみのポイ捨てなどの行為の中止や、ごみの回収などの原状回復について指導、勧
告、命令を行います。また、正当な理由がなく、最終的に命令に従わない場合は、５万円以下の過料
が科されます。

▷自らまちを清潔に保つ行動を心がけましょう
▷自宅およびその周辺での環境美化活動や自治会などによる地域の環境美化活動にご協力ください
▷歩行中または自転車、原動機付自転車および自動二輪車に乗車中の喫煙は控えましょう

※条例の内容など、詳しくは小平市ホームページ（右図QRコード）をご覧ください。

令和4年６月１日に、小平市まちの環境美化条例が施行さ
れました。条例では、市、市民、事業者が一体となって環
境美化の推進に取り組むため、市内全域で実践する行動や
マナーを示すとともに、ごみのポイ捨てや、飼い犬などの
ふんの放置を禁止しています。
問合せ　環境政策課☎０42（３4６）９5３６

生け垣に捨てられた
ペットボトル

路上脇に捨てられた
ビン

ベンチに捨てられた
ペットボトルとお菓子
の容器包装

路上に捨てられた
たばこの吸い殻

都立小平高校生徒会
山口恭さん（左）と、岡橋碧さん（右）

つながり、共に創るまち　こだいら

ぶるべー

令和４年（2022年）

6/5
第1561号

やさしいにほんごでのお知（し）らせ

通知を発送　特定健康診査・一般健康診査…3面
市民税・都民税（住民税）税額決定・納税通知書を発送…２面

自治会地域懇談会………………………………4面
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
サ
ポ
ー
ト

住
民
票
、課
税
・
非
課
税

証
明
書
の
交
付

臨
時
窓
口
を
開
設

日

程

▽
６
月
２１
日
（
火
）

津
田
公

民
館

▽
６
月
２８
日
（
火
）

大
沼
公
民
館

※
い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
。

□
住
民
票
、
課
税
・
非
課
税
証
明
書
交
付

持
ち
物

官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き
本

人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
な
ど
）

※
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
本
人
確
認
書
類

２
点
（
保
険
証
、
医
療
証
、
年
金
手
帳
、

診
察
券
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

※
代
理
人
や
別
世
帯
の
方
が
請
求
す
る
場

合
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

申
込
み

当
日
、
会
場
へ

□
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
サ
ポ
ー
ト

交
付
申
請
書
の
記
入
方
法
の
説
明
や
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
用
の
写
真
撮
影
、

申
請
書
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

※
写
真
撮
影
費
や
申
請
書
の
郵
送
費
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

※
当
日
の
持
ち
物
な
ど
、
詳
し
く
は
小
平

市
民
税
・
都
民
税
（
住
民
税
）
税
額
決

定
・
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

発
送
日

６
月
１０
日
（
金
）

※
給
与
特
別
徴
収
（
給
与
か
ら
の
特
別
徴

収
で
納
付
）
の
方
は
、
５
月
１３
日
（
金
）

に
勤
務
先
へ
発
送
し
ま
し
た
。

対

象

令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
る
、
ま
た
は
市
内
に
住
所

は
な
い
が
、
家
屋
敷
や
事
務
所
・
事
業
所

が
あ
る
方
で
、
次
に
該
当
す
る
方

▽
普
通
徴
収
（
年
４
回
に
分
け
て
個
人
で

納
付
）

▽
年
金
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
で
納
付
）

※
納
付
書
が
不
要
な
方
（
口
座
振
替
の
利

用
者
や
年
金
か
ら
全
額
特
別
徴
収
さ
れ
る

方
）
に
も
税
額
決
定
・
納
税
通
知
書
を
発

送
し
ま
す
。口
座
振
替
を
利
用
す
る
方
は
、

納
期
限
前
に
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▪
課
税
・
非
課
税
証
明
書
が
必
要
な
方

令
和
４
年
度
の
課
税
・
非
課
税
証
明
書

（
所
得
証
明
書
）
は
、
６
月
１０
日
（
金
）

か
ら
発
行
し
ま
す
。
給
与
特
別
徴
収
の
み

の
方
は
、５
月
１３
日
（
金
）
か
ら
発
行
（
窓

口
、
郵
送
の
み
）
し
て
い
ま
す
。

▪
課
税
・
非
課
税
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
６
月
１０
日
（
金
）
か
ら
、
全
国
の
マ
ル

チ
コ
ピ
ー
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
、
本
人
の
最
新

年
度
の
課
税
・
非
課
税
証
明
書
を
取
得
で

き
ま
す
。

利
用
時
間

午
前
６
時
３０
分
〜
午
後
１１
時

※
年
末
年
始
、
シ
ス
テ
ム
の
保
守
点
検
時

を
除
き
ま
す
。
ま
た
、
店
舗
の
営
業
時
間

に
よ
っ
て
利
用
時
間
は
異
な
り
ま
す
。

※
６
月
７
日
（
火
）
の
午
後
５
時
３０
分
か

ら
８
日
の
（
水
）
午
前
６
時
３０
分
ま
で
、

９
日
（
木
）
の
午
後
５
時
３０
分
か
ら
１０
日

（
金
）
の
午
前
６
時
３０
分
ま
で
は
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
た
め
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

対

象

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
利
用
者
証
明

用
電
子
証
明
書
を
搭
載
済
み
）
を
持
っ
て

い
る
本
人

▽
確
定
申
告
か
市
民
税
・
都
民
税
申
告
を

し
て
い
る
、
ま
た
は
給
与
や
年
金
の
支
払

者
か
ら
市
に
報
告
が
あ
る

※
前
述
以
外
の
方
で
、
証
明
書
を
必
要
と

す
る
方
は
、
先
に
市
民
税
・
都
民
税
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
令
和
４
年
１
月
１
日
に
小
平
市
に
住
民

登
録
を
し
て
お
り
、
現
在
も
小
平
市
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る

持
ち
物

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）

▽
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
の
暗
証
番

号
（
４
桁
の
数
字
）

▽
手
数
料

１
通
２
百
円

※
窓
口
で
取
得
す
る
場
合
は
、
２
百
５０
円

が
か
か
り
ま
す
。

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
窓
口

ま
た
は
郵
送
で
請
求
を

▽
現
在
、
小
平
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

な
い
（
小
平
市
か
ら
転
出
し
た
）

▽
ほ
か
の
納
税
義
務
者
の
方
の
税
法
上
の

扶
養
と
な
っ
て
お
り
、
自
身
の
確
定
申
告

や
市
民
税
・
都
民
税
申
告
を
し
て
い
な
い

▽
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
等
の
申
請
に

必
要
な
調
整
控
除
額
の
記
載
さ
れ
た
証
明

書
が
必
要

※
窓
口
ま
た
は
郵
送
で
請
求
す
る
際
に
、

調
整
控
除
額
記
載
の
旨
を
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

▽
租
税
条
約
に
よ
り
、
課
税
を
免
除
さ
れ

て
い
る

▽
市
民
税
・
都
民
税
の
減
免
（
減
額
や
免

除
）
を
受
け
て
い
る

▪
年
金
か
ら
の
仮
徴
収

住
民
税
が
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
、
令
和

４
年
１
月
１
日
以
後
も
引
き
続
き
小
平
市

に
お
住
ま
い
の
方
は
、
令
和
３
年
度
の
年

税
額
（
公
的
年
金
な
ど
の
分
）
の
半
分
を

令
和
４
年
４
月・６
月・８
月
の
３
回
に
割

り
振
っ
た
金
額
が
年
金
定
期
支
給
時
に
年

金
か
ら
特
別
徴
収（
仮
徴
収
）さ
れ
ま
す
。

▪
65
歳
に
な
っ
た
方

令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
６５
歳
の
方

は
、
公
的
年
金
に
対
す
る
住
民
税
の
年
金

特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
の
制
度

は
１０
月
支
給
分
か
ら
開
始
さ
れ
る
た
め
、

６
月
と
８
月
の
２
回
は
、
納
付
書
ま
た
は

口
座
振
替
で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ

税
務
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５

２
２
・
９
５
２
３

６
月
３０
日（
木
）ま
で
に
納
税
を

市
民
税
・
都
民
税
の
普
通
徴
収
（
第
１

期
）
の
納
付
は
、
６
月
３０
日
（
木
）
ま
で

で
す
。

市
税
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

付
で
き
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付

（
Ｆエ

フ

︱
Ｒ

レ

ジ

Ｅ
Ｇ
Ｉ
公
金
支
払
い
）、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
の
納
付
も
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
納
税
通
知
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▪
市
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を

市
税
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
る
貴

重
な
財
源
で
す
。
市
税
の
納
期
内
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
郵
便
局
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
Ｆ

︱
Ｒ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
公
金
支
払
い
納
付
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
督
促
状
が
発
送

さ
れ
る
ほ
か
、
延
滞
金
の
徴
収
、
差
押
え

な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

▪
市
税
を
納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
方

は
、
納
税
相
談
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
収
入
が
大
幅
に
減
少
し
た
、
事
業
の

継
続
が
難
し
く
な
っ
た
な
ど
、
市
税
を
納

期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
方

は
、
納
税
が
猶
予
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

収
納
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５

２
７

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

定

員

各
１６
人

申
込
み

希
望
日
の
２
日
前
（
土
曜
・
日

曜
日
を
除
く
）
の
正
午
ま
で
に
、
電
話
で

問
合
せ
先
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ

▽
住
民
票
、
課
税
・
非
課
税
証

明
書
交
付
に
関
す
る
こ
と
…
市
民
課
☎
０４２

（
３
４
６
）
９
５
２
０

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
サ
ポ
ー
ト

に
関
す
る
こ
と
…
小
平
市
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
８

４
１都

市
計
画
案
を
縦
覧

東
京
都

住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
に
つ

い
て
、
都
市
計
画
案
の
縦
覧
を
し
ま
す
。

▪
縦
覧

と

き

６
月
９
日（
木
）〜
２３
日（
木
）

と
こ
ろ

都
市
計
画
課（
市
役
所
４
階
）、

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
計
画
課
（
新
宿

区
西
新
宿
２
︱
８
︱
１
）

▪
意
見
書
の
提
出

対
象
区
域
内
に
在
住
ま
た
は
計
画
案
に

利
害
関
係
の
あ
る
方
は
、
意
見
書
を
提
出

で
き
ま
す
。

申
込
み

６
月
９
日
（
木
）
か
ら
２３
日

（
木
）
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
、
意
見
書

に
計
画
案
の
名
称
、
ご
意
見
（
書
式
自

由
）、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
、
東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
計
画

課
（
〒
１6０
︱
８
０
０
１

新
宿
区
西
新
宿

２
︱
８
︱
１
）
へ

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

H
検
索

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
計
画

課問
合
せ

▽
縦
覧
や
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て
…
東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
計
画
課

☎
０３
（
５
３
８
８
）
３
２
２
５

▽
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
に
つ

い
て
…
東
京
都
住
宅
政
策
本
部
企
画
経
理

課
☎
０３
（
５
３
２
０
）
４
９
３
８
、
都
市

計
画
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５
５
４

工

事

説

明

会

鷹
の
台
駅
前
広
場
整
備

鷹
の
台
駅
前
広
場
の
整
備
に
つ
い
て
、

工
事
の
内
容
や
時
間
帯
、
工
事
中
の
う
回

な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

と

き

６
月
２４
日
（
金
）

午
後
７
時

〜
８
時
、
６
月
２６
日
（
日
）

午
前
１０
時

〜
１１
時

※
各
回
、
同
じ
内
容
で
す
。

と
こ
ろ

小
川
公
民
館
ホ
ー
ル

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
込
み

当
日
、
会
場
へ

※
説
明
会
の
内
容
は
、
６
月
２４
日
（
金
）

以
降
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ

道
路
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５

４
８明

る
い
選
挙
推
進
委
員

話
し
あ
い
指
導
員
決
ま
る

明
る
い
選
挙
推
進
委
員
は
、
都
と
市
区

町
村
の
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
話
し
あ
い
指
導
員
は
、
明
る
い
選

挙
推
進
委
員
に
助
言
や
指
導
を
行
い
、
明

る
い
選
挙
推
進
運
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。明

る
い
選
挙
推
進
委
員
と
話
し
あ
い
指

導
員
は
、
有
権
者
が
日
頃
か
ら
政
治
と
選

挙
に
関
心
を
持
ち
、
選
挙
違
反
の
な
い
き

れ
い
な
選
挙
が
実
現
す
る
こ
と
を
目
標
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
投
票
参
加
を

呼
び
か
け
る
啓
発
活
動
、
政
治
や
選
挙
に

関
す
る
講
演
会
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
任
期
は
令
和
６
年
３
月
３１
日
ま
で

で
す
。

▪
明
る
い
選
挙
推
進
委
員

▽
山
田
和
美
（
投
票
区
１
）、
髙
森
恵
美

子（
投
票
区
２
）、若
林
明
子（
投
票
区
３・

副
会
長
）、千
代
田
美
惠
子（
投
票
区
４
）、

片
桐
た
け
子（
投
票
区
５
）、松
下
邦
子（
投

票
区
６
）、
髙
橋
千
秋
（
投
票
区
７
）、
長

内
玲
子
（
投
票
区
９
）、
大
友
惠
子
（
投

票
区
１０
）、
松
尾
貴
代
（
投
票
区
１１
）、
長

野
久
美
子
（
投
票
区
１２
）、
阿
久
津
三
千

代
（
投
票
区
１３
）、
佐
々
木
美
智
子
（
投

票
区
１４
）、
細
谷
逸
枝
（
投
票
区
１５
）、
吉

本
ま
ゆ
み
（
投
票
区
１６
・
副
会
長
）、
津

田
智
子
（
投
票
区
１7
）、
佐
藤
隆
子
（
投

票
区
１８
）、
八
尋
惠
津
子
（
投
票
区
１９
・

会
長
）、
相
澤
美
智
子
（
投
票
区
１９
）、
内

堀
菊
江
（
投
票
区
２０
）、
根
岸
直
子
（
投

票
区
２２
）、
小
野
み
ど
り
（
投
票
区
２２
）、

石
井
昭
子（
投
票
区
２３
）、小
畑
れ
い
子（
投

票
区
２４
）、
竹
内
良
子
（
投
票
区
２7
）（
敬

称
略
）

▪
話
し
あ
い
指
導
員

▽
栗
原
延
江
、
津
田
洋
子
（
敬
称
略
）

問
合
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
０４２

（
３
４
６
）
９
５
７
６

審
議
会
な
ど
の
日
程

そ
れ
ぞ
れ
傍
聴
で
き
ま
す
。
Ｗウ

ェ

ブ

Ｅ
Ｂ
会

議
は
、
委
員
が
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で

出
席
す
る
会
議
で
、
会
場
の
モ
ニ
タ
ー
で

傍
聴
で
き
ま
す
。
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
傍
聴
は
で
き
ま
せ
ん
。

会
議
録
は
後
日
、
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
階
）、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▪
社
会
教
育
委
員
の
会
議（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
）

と

き

６
月
１６
日
（
木
）

午
前
９
時

３０
分
か
ら

と
こ
ろ

市
役
所
６
階
大
会
議
室

定

員

５
人

申
込
み

当
日
、
会
場
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ

地
域
学
習
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
７
４

▪
教
育
委
員
会
定
例
会

と

き

６
月
１６
日
（
木
）

午
後
２
時

か
ら

と
こ
ろ

市
役
所
６
階
大
会
議
室

定

員

５
人

申
込
み

当
日
、
午
後
１
時
４０
分
か
ら
、

会
場
で
受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ

教
育
総
務
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
６
８

▪
文
化
財
保
護
審
議
会

と

き

６
月
１7
日
（
金
）

午
後
１
時

３０
分
か
ら

と
こ
ろ

市
役
所
３
階
庁
議
室

定

員

３
人

申
込
み

当
日
、
会
場
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
０
１

▪
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

と

き

６
月
２４
日
（
金
）

午
後
２
時

か
ら

と
こ
ろ

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
２
階
多

目
的
室

定

員

１０
人

申
込
み

当
日
、
会
場
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ

資
源
循
環
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
５

▪
（
仮
称
）
小
平
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
検
討
委
員
会

と

き

６
月
２９
日
（
水
）

午
前
９
時

３０
分
か
ら

と
こ
ろ

市
役
所
６
階
大
会
議
室

定

員

１０
人

申
込
み

当
日
、
会
場
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
８
４
３

▪
青
少
年
問
題
協
議
会

と

き

６
月
２９
日
（
水
）

午
後
１
時

３０
分
〜
３
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
講
座
室
２

定

員

２
人

申
込
み

当
日
、
会
場
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ

子
育
て
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
８
１
５

市
民
税
・
都
民
税
（
住
民
税
）

　
　
税
額
決
定
・
納
税
通
知
書
を
発
送

市報こだいら　電子書籍版
10か国語で配信
自動音声読み上げにも対応

スマートフォン用アプリ
小平トピックス
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東京消防庁救急相談
センター

＃7１１９（携帯電話、PHS、プッシュ回線から）
０４２（５２１）２３２３（ダイヤル回線から）

救急車を呼ぶべきか迷った場合の
相談・２４時間

小平消防署
病院・診療所案内 ０４２（３４１）０１１９ 救急医療機関の案内・２４時間

東京都医療機関案内
サービス（ひまわり） ０３（５２7２）０３０３ 診療中の医療機関の案内・２４時間

東京都による救急診療などの相談・案内

日　　程 診 療 時 間 名　称 所　在　地 電 話 番 号

休日応急診療 日曜日、祝日、
年末年始 午前 ９時～午後 ５時 小平市医

師会応急
診療所

学園東町
１－１９－１２
（健康センター内）

０４２（３４６）３7０６
（左記診療時間内）

準夜応急診療 月曜～日曜日
（年中無休）

午後7時３０分～１０時３０分
（受付は１０時１５分まで）

※応急診療所の診療科目は内科と小児科です。高校生以下の受診は、保護者の同伴が必要です。健康保険証、各
種医療費受給者証を忘れずにお持ちください。

休日応急診療・準夜応急診療（内科・小児科）

休日歯科応急診療医（診療時間：午前9時〜午後5時）
日　　程 医療機関名 所　在　地 電 話 番 号

6 月 5 日（日） ひ ろ 歯 科 医 院 小川西町 ４－２４－7 ０４２（３４１）９３８８
6 月12日（日） 宇 梶 歯 科 医 院 本 院 花小金井 １－ ３－２８ ０４２（４６１）５２５６
6 月19日（日） 青木歯科クリニック 鈴木町 ２－８４６－２９　ロイヤルガーデン１０１ ０４２（３８３）２６４８
※受診の際は、事前にお問い合わせください。また、医療機関は変更になる場合があります。

家
族
介
護
教
室

▪
今
か
ら
始
め
る
生
前
整
理

終
活
の
お

は
な
し

愛
す
る
家
族
の
人
生
最
期
の
時
に
慌
て

な
い
よ
う
、
ま
た
、
本
人
が
悔
い
の
な
い

最
期
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
か
ら
生

前
整
理
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

法
律
の
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

と

き

６
月
１５
日
（
水
）
午
後
２
時

〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ

上
水
新
町
地
域
セ
ン
タ
ー
集
会

室対

象

市
内
在
住
の
方

定

員

２０
人

申
込
み

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
け
や

き
の
郷
へ
（
先
着
順
）
☎
０４２
（
３
４
９
）

２
３
２
１

介
護
予
防
講
演
会

▪
お
口
の
元
気
は
身
体
の
元
気

学
ぼ
う

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防

噛
む
力
、
飲
み
込
む
力
が
衰
え
た
状
態

で
あ
る
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
そ
の
予

防
に
つ
い
て
専
門
家
が
話
し
ま
す
。

お
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
、
介
護
予

防
や
認
知
機
能
低
下
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
を
毎
日
の

生
活
に
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と

き

７
月
５
日
（
火
）
午
後
２
時

〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ

福
祉
会
館
小
ホ
ー
ル

対

象

市
内
在
住
の
方

定

員

３０
人

申
込
み

６
月
６
日
（
月
）
か
ら
、
電
話

で
高
齢
者
支
援
課
へ（
先
着
順
）☎
０４２（
３

４
６
）
９
５
３
９

認
知
症
家
族
介
護
講
演
会

▪
触
れ
て
認
知
症
の
症
状
を
和
ら
げ
る

タ
ク
テ
ィ
ー
ル
Ⓡ
ケ
ア

タ
ク
テ
ィ
ー
ル
に
は
、
触
れ
る
と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。
直
接
肌
に
触
れ
る
こ

と
で
、
ケ
ア
を
行
う
側
と
受
け
る
側
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
し
、
認
知
症

こ
だ
健
体
操
教
室

運
動
不
足
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
。
家

で
も
気
軽
に
で
き
る
、
こ
だ
健
体
操
や
筋

ト
レ
で
、
足
・
腰
の
筋
力
ア
ッ
プ
や
全
身

の
バ
ラ
ン
ス
能
力
向
上
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

と

き

６
月
２９
日
（
水
）
午
前
１０
時

〜
１１
時
３０
分

９
時
４０
分
受
付

と
こ
ろ

健
康
セ
ン
タ
ー

対

象

市
内
在
住
の
方

定

員

こ
だ
健
体
操
１５
人
、
こ
だ
健
イ

ス
体
操
１０
人

持
ち
物

参
加
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
）、

筆
記
用
具
、
飲
み
物
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

※
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
み

６
月
６
日
（
月
）
か
ら
、
健
康

セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）
☎
０４２

（
３
４
６
）
３
７
０
１

塩
分
計
の
貸
出
し

減
塩
チ
ャ
レ
ン
ジ

塩
分
計
を
使
っ
て
自
分
の
味
覚
を
知

り
、
減
塩
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
ミ
ニ
講
話
で
は
、
今
日
か
ら
簡
単
に

で
き
る
減
塩
の
こ
つ
を
お
伝
え
し
ま
す
。

と

き

７
月
５
日
（
火
）
午
前
９
時

３０
分
〜
１０
時
３０
分
、
午
前
１１
時
〜
正
午

と
こ
ろ

健
康
セ
ン
タ
ー

対

象

市
内
在
住
の
方

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

定

員

各
１５
人

内

容

栄
養
ミ
ニ
講
話
、
塩
分
計
の
貸

し
出
し

持
ち
物

筆
記
用
具
、
参
加
カ
ー
ド
（
お

持
ち
の
方
）

申
込
み

６
月
６
日
（
月
）
か
ら
、
健
康

セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）
☎
０４２

（
３
４
６
）
３
７
０
１

女
性
の
た
め
の

セ
ル
フ
ケ
ア
教
室

▪
元
気
と
キ
レ
イ
を
つ
く
る
女
性
の
自
分

み
が
き
講
座

ふ
だ
ん
忙
し
く
て
、
自
分
の
健
康
は
後

回
し
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
、

女
性
ホ
ル
モ
ン
と
骨
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に
自
分
ら
し
く
生

活
で
き
る
女
性
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
、
講
話
や
実
践
を
通
じ
て
楽
し
く
学
び

ま
す
。
運
動
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
方

に
も
お
す
す
め
で
す
。

と

き

７
月
１２
日
（
火
）・２１
日
（
木
）

午
前
１０
時
〜
１１
時
４５
分

９
時
３０
分
受

付

全
２
回

と
こ
ろ

健
康
セ
ン
タ
ー

対

象

市
内
在
住
で
５５
歳
以
下
の
女
性

※
保
育
あ
り
ま
す
（
６
か
月
以
上
、
先
着

順
）。

定

員

１５
人

内

容

運
動
実
技
、
講
話
、
血
圧
測
定

ほ
か

持
ち
物

参
加
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
）、

筆
記
用
具
、
飲
み
物
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

※
運
動
が
で
き
る
服
装
と
靴
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
み

６
月
６
日
（
月
）
か
ら
、
健
康

セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）
☎
０４２

（
３
４
６
）
３
７
０
１

国
民
年
金

▪
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
自
分
の
年
金
記
録

な
ど
の
確
認
を

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
自
分
の
年
金
記

録
の
確
認
や
、
将
来
受
け
取
れ
る
年
金
額

の
試
算
な
ど
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
届
出

書
の
作
成
や
通
知
書
の
再
交
付
申
請
も
で

き
ま
す
。

内

容

年
金
加
入
記
録
の
照
会
、
将
来

受
け
取
れ
る
年
金
額
の
試
算
、
追
納
が
で

き
る
期
間
と
金
額
の
確
認
、
届
出
書
の
作

成
、
通
知
書
の
再
交
付
申
請
、
電
子
版
ね

ん
き
ん
定
期
便
の
確
認
ほ
か

※
電
子
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。
作
成
し
た

届
出
書
は
、
武
蔵
野
年
金
事
務
所
へ
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
に
は
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
へ
の
登

録
と
基
礎
年
金
番
号
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

H
検
索

日
本
年
金
機
構

ね
ん
き
ん
ネ

ッ
ト

問
合
せ

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０

（
０
５
８
）
５
５
５

介
護
保
険
認
定
調
査
員

（
個
人
委
託
）
を
募
集

介
護
保
険
認
定
調
査
に
つ
い
て
、
個
人

で
市
と
契
約
を
行
い
、
調
査
票
を
市
へ
提

出
し
ま
す
。

期

間

契
約
日
〜
令
和
５
年
３
月
３１
日

資

格

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有

し
、
認
定
調
査
の
経
験
が
あ
る
方

募
集
人
数

若
干
名

報

酬

１
件
当
た
り
４
千
８
百
円

内

容

市
内
・
市
外
の
介
護
認
定
調

査
、
調
査
票
作
成

申
込
み

申
込
用
紙
を
記
入
の
う
え
、
問

合
せ
先
へ
持
参

※
申
込
用
紙
な
ど
は
問
合
せ
先
に
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

高
齢
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
７
５
９

の
方
の
不
安
、
抑
う
つ
、
い
ら
い
ら
な
ど

の
症
状
の
緩
和
や
、
信
頼
関
係
の
構
築
に

有
効
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
タ
ク

テ
ィ
ー
ル
ケ
ア
の
考
え
方
な
ど
の
介
護
技

法
を
、
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
話
し

ま
す
。

※
講
師
は
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
ズ
ー

ム
）
で
講
義
し
ま
す
。

と

き

７
月
２
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ

①
福
祉
会
館
小
ホ
ー
ル
、
②
テ

レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
ズ
ー
ム
）

対

象

認
知
症
の
家
族
を
介
護
す
る
方

定

員

①
２０
人
、
②
５０
人

申
込
み

６
月
６
日
（
月
）
か
ら
、
①
は

電
話
で
問
合
せ
先
へ
（
先
着
順
）、
②
は

６
月
２２
日
（
水
）
ま
で
に
、
電
子
メ
ー
ル

の
件
名
に
「
認
知
症
家
族
介
護
講
演
会
」

と
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
入
力
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
先

着
順
）

問
合
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
中
央

セ
ン
タ
ー
☎
０４２
（
３
４
５
）
０
６
９
１
、

Achuo2014.online@gmail.com

認
知
症
介
護
者
交
流
会

認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
て
い
る
人
同

士
が
交
流
す
る
場
で
す
。
体
験
を
語
り
合

う
こ
と
で
、
介
護
の
ヒ
ン
ト
も
得
ら
れ
ま

す
。

と

き

７
月
１１
日
（
月
）
午
前
１０
時

３０
分
〜
正
午

と
こ
ろ

①
健
康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
２

階
第
三
・
第
四
会
議
室
、
②
テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム
（
ズ
ー
ム
）

※
②
は
希
望
者
が
２
人
以
上
い
る
場
合
の

み
。

対

象

認
知
症
の
家
族
を
介
護
す
る
方

定

員

各
１０
人

申
込
み

６
月
６
日
（
月
）
か
ら
、
①
は

電
話
で
問
合
せ
先
へ
（
先
着
順
）、
②
は

７
月
６
日
（
水
）
ま
で
に
、
電
子
メ
ー
ル

の
件
名
に
「
認
知
症
介
護
者
交
流
会
」
と

明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
入
力
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
先
着

順
）

問
合
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
中
央

セ
ン
タ
ー
☎
０４２
（
３
４
５
）
０
６
９
１
、

Achuo2014.online@gmail.com

医
師
に
よ
る
物
忘
れ
相
談
会

医
師
に
物
忘
れ
の
相
談
が
で
き
ま
す
。

※
相
談
は
、
会
場
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

ム
（
ズ
ー
ム
）
で
行
い
ま
す
。

と

き

７
月
１２
日
（
火
）
午
後
１
時

３０
分
以
降
の
指
定
す
る
時
間

と
こ
ろ

上
宿
公
民
館
学
習
室
１

対

象

市
内
在
住
で
、
物
忘
れ
な
ど
の

症
状
が
あ
り
、
認
知
症
が
心
配
さ
れ
る

方
、
ま
た
は
そ
の
家
族

定

員

３
人

申
込
み

６
月
６
日
（
月
）
か
ら
２０
日

（
月
）
ま
で
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
け
や
き
の
郷
へ
（
先
着
順
）
☎
０４２
（
３

４
９
）
２
３
２
１

認
知
症
支
援
リ
ー
ダ
ー

養

成

講

座

認
知
症
支
援
リ
ー
ダ
ー
は
、
認
知
症
の

こ
と
や
認
知
症
の
方
へ
の
関
わ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
地
域
で
認
知
症

の
方
と
家
族
を
支
え
る
た
め
の
活
動
を
し

ま
す
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
を
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

と

き

７
月
１２
日・２６
日
、８
月
９
日・

３０
日
、
９
月
６
日
・
２０
日
の
火
曜
日

午

前
１０
時
〜
正
午
（
７
月
２６
日
は
午
後
２
時

〜
４
時
）
全
６
回

と
こ
ろ

福
祉
会
館
小
ホ
ー
ル

対

象

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
受
講
済
み
の
方

定

員

３０
人

内

容

病
気
の
理
解
、接
し
方
の
こ
つ
、

家
族
か
ら
の
体
験
談
、
傾
聴
に
つ
い
て
な

ど申
込
み

６
月
６
日
（
月
）
か
ら
、
高
齢

者
支
援
課
へ（
先
着
順
）☎
０４２（
３
４
６
）

９
５
３
９

生活習慣病の予防・早期発見のため、 7月から実施します。対象の方には、 6月下旬に、受診
に必要な書類を送付します。受診期間など、詳しくは送付される書類をご確認ください。

通知を発送　特定健康診査・一般健康診査

対

象

▷４０歳から7４歳までの小平市国民健康保険加入者
▷後期高齢者医療制度加入者（7５歳以上の方など）
▷４０歳以上で生活保護受給中の方
▷４０歳以上で令和 ４年 ４月 ２日以降に小平市国民健康保険に加入した方（申込みが必要）

問
合
せ

▷国民健康保険や受診資格など…保険年金課国民健康保険担当☎０４２（３４６）９５２９
▷後期高齢者医療制度や受診資格など…保険年金課後期高齢者医療担当☎０４２（３４６）９５３８
▷生活保護受給中の方…健康センター☎０４２（３４６）３7００
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掲載したイベントなどは、新型コロナウイルス感染症の影響により、中止・変更になる場合があります。
小平市ホームページや問合せ先などから最新の情報をご確認ください。また、イベント参加時や施設利用
時には、感染症対策にご協力をお願いします。

◇市報は5日・20日（1月と10月は1日・20日）に発行します。すべての世帯のポストに直接配布するほか、市の施設、市内と
市境にある駅・郵便局・スーパーマーケットなどでも配布します。また、小平市ホームページにも掲載しています。
市報が届かない場合などは、株式会社小平広告（☎0120（９４４）９00）へご連絡ください（月曜〜金曜日午前9時〜午後5時）。

市では、令和4年3月に策定した、小平アクティブ
プラン21(第四次小平市男女共同参画推進計画)の
中の、固定的役割分担意識、無意識の思い込みの解
消を重点項目として、令和4年度～8年度の計画期
間に積極的に取り組んでいきます。
問合せ　市民協働・男女参画推進課☎０42（３4６）９６1８

らしさってなんだろう

職
場
編

家
庭
編

６月２３日〜２９日　男女共同参画週間

無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）は、働
く場や家庭など、日常のあらゆる場面に潜んでいます。
性別に関わらず、誰もが活躍できる環境を作るため
に、まずは思い込みや決めつけの存在に気づくことが
重要です。

□女性の上司に抵抗がある
□男性は残業や休日出勤が当たり前だ
□女性に理系の進路（学校・職業）は向いていない
□男性は力仕事を率先して行うべきだ

□自治会や町内会の重要な役職は男性が担うべきだ
□子どもの学校行事には女性が参加するべきだ
□家事・育児は女性が支えるべきだ
□男性は仕事をして家計を支えるべきだ

チェックしてみましょう。

毎年６月2３日から2９日までの一週間は、男女共同参画週間です。
令和4年度は、「あなたらしいを築く、あたらしい社会へ」がテーマです。
性別に関わらず、職場、学校、地域、家庭でそれぞれの個性と能力を発揮で
きる社会を目指しましょう。
◆パネル展
無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）について、パネルの展示や
関連した資料を配布します。
と　き　６月1３日（月）～３０日（木）
ところ　市役所１階ロビー、男女共同参画センターひらく

男女共同参画週間講演会
◆らしさからの自由
弁護士の太田啓子さんが、自身の経験から、らしさとは何
かについて話します。性別による無意識の思い込みや決め
つけと向き合うきっかけにしませんか。
と　き　７月２日（土）　午後２時～4時　１時4０分開場
ところ　①中央公民館ホール、②テレビ会議システム（ズーム）
定　員　各4０人
※①は保育７人あります（１歳から就学前まで、６月2８日（火）までに、問
合せ先へ（先着順））。
申込み　６月６日（月）から、①は住所、氏名、電話番号を問合せ先へ（電話・
ファクシミリ・電子メール可、先着順）、②は６月2８日（火）までに、東京電
子自治体共同運営サービスのホームページ（3面欄外ＱＲコード）へ（先着順）
問合せ　市民協働・男女参画推進課☎０42（３4６）９６1８、FAX０42（３4６）９5
７5、Akyodo-danjo＠city.kodaira.lg.jp

こんな思い込み、決めつけをしていませんか

「男だから」、「女だから」とつい口にしていませんか

畑が身近にある小平では、収穫したての新鮮なトマトが
味わえます。小平の夏の味を楽しみませんか。
問合せ　産業振興課☎０42（３4６）９5３３

夏の風物詩であるトマトには、生
活習慣病の予防や血糖値の低下に
効果があるリコピンや、美肌を保
つのに役立つビタミンC、高血圧
を予防するカリウムなどの栄養が多く含まれています。

おいしいトマトを見極めるに
は、お尻（へたが付いていな
い方）に放射線状の線が入っ
ている、色むらがなくつやが
ある、ずっしりと重いことな
どを確認しましょう。
直売所で売られているトマトは、店舗に並ぶ直前まで自然
の恵みを吸収して完熟した状態のため、新鮮でトマト本来
の味を楽しむことができます。
また、トマトは生で食べる以外にも、煮る、焼くなどの調
理方法もおすすめです。加熱することで、甘みが増し、本
来のおいしさが引き立ちます。

夏野菜を中心とした多数の市内産農産物を販売します。安
全・安心な農産物を、ぜひお求めください。
と　き　６月15日・2９日、７月６日の水曜日　午後５時
～７時　荒天中止
ところ　新小平駅前
主　催　JA東京むさし小平地区青壮年部
問合せ　JA東京むさし小平支店指導経済課☎０42（３4８）７
244

夏の名物
小平産トマト

栄養満点
野菜界の人気者　トマト

購入前に確認
おいしいトマトの見分け方

夏やさい夕市

◆ルネこだいら市民ピアノリレー
ルネこだいらの大ホールの舞台で、世界三大ピアノのベーゼンドルファ
ーを演奏しませんか。
と　き　９月1８日（日）　午前11時～午後4時
ところ　ルネこだいら大ホール
※駐車場はありません。
対　象　指定する時間帯で演奏可能な方
※年齢、ピアノの演奏ジャンル、在住・在勤・在学要件は問いません。
募集部門　▷ソロ・連弾部門　初級者…ブルグミュラー程度（演奏時間
５分以内）、中級者…ツェルニー1００番から３０番程度（演奏時間５分以
内）、上級者…ツェルニー4０番程度以上（演奏時間1０分以内）
▷アンサンブル部門　ピアノを含む3人以内（演奏時間1０分以内、ピ
アノと持ち運べる小型楽器（弦楽器）など）
定　員　３０組程度
申込み　６月24日（金）まで（消印有効）に、ホームページ（右
図ＱＲコード）またはチラシ裏面の申込書を記入のうえ、問
合せ先へ（持参・送付・ファクシミリ可、申込み多数の場合
は抽選し、結果を７月中旬に送付）
※チラシはルネこだいら、公民館、図書館にあるほか、ホームページか
らダウンロードもできます。
H検索　ルネこだいら
問合せ　ルネこだいら「市民ピアノリレー」係（〒1８７−００41　美園
町１−8−５）☎０42（３45）5111、FAX０42（３45）９９51

ガイドが解説しながら歩きます。
◆齋藤素巖彫刻巡り
小平駅から狭山・境緑道の、齋藤素巖・彫刻の小径の彫
刻や、そのほかモニュメントについて、専門家による説
明を聞きながら、花小金井駅まで約3㌔㍍を歩きます。
と　き　６月11日（土）　雨天決行
集　合　午前９時2０分　西武線小平駅南口
※解散は午後１時ごろ、西武線花小金井駅。
◆小平東部地区の今昔と鈴木遺跡を巡る
花小金井駅から小金井橋や海岸寺に立ち寄り、鈴木遺跡資料館まで約4㌔
㍍を歩きます。
と　き　６月25日（土）　雨天決行
集　合　午前９時2０分　西武線花小金井駅南口
※解散は午後１時ごろ、鈴木遺跡資料館。

―共　通―
費　用 5００円　　定　員　各1０人
申込み　６月６日（月）の午前９時から、電話で住所、氏名、電話番号をこ
だいら観光まちづくり協会へ（先着順）☎０42（３12）３９54（午前９時～
午後５時）

ベーゼンドルファーを弾こう
出演者を募集

鷹の台公園いどばたかいぎ
鷹の台公園いどばたかいぎは、鷹の台公園整備に向
けて、市民の皆さんから意見を伺うための懇談会で
す。整備予定の鷹の台公園を中心に、市内の公園に
ついて、日ごろ感じていること、困っていることな
どを意見交換します。
と　き ７月3日(日)　午後１時３０分～3時３０分
ところ　津田公民館ホール
対　象　市内在住・在勤・在学の方
申込み　６月６日（月）から2７日（月）までに、東京電子自治体共同運営
サービスのホームページ（3面欄外ＱＲコード）へ（先着順）
※電子メールからも申し込めます（参加者氏名、住所、連絡先を問合せ
先へ）。
問合せ　水と緑と公園課☎０42（３4６）９８３０、Akoen@city.kodaira.lg.jp

観光まちづくり協会 まち巡りガイドツアー

あじさい公園
こだいらあじさい祭り
３０種約1,5００株のあじさいが見頃を迎えるあじさい公園で、あじさいの
挿し木の体験や夜間のライトアップを行います。
◆あじさいの挿し木体験会
と　き　６月8日（水）　午前1０時３０分～11時３０分
※雨天の場合は15日（水）に順延。
対　象　あじさい部会のボランティア活動に興味がある方
申込み　当日、会場へ
◆紫陽花・ライトアップインこだいら
と　き　６月５日（日）～22日（水）　午後６時～8時３０分
※詳しくは、ホームページをご覧ください。
主　催　こだいら観光まちづくり協会　　後　援　小平市
◆あじさい公園あじさい部会ボランティアを募集
あじさいの手入れやせん定をしています。
活動日　５月～1０月の水曜日
※詳しくは、お問い合わせください。
H検索　小平にこないか
問合せ　こだいら観光まちづくり協会☎０42（３12）３９54

MAP

緊
急
地
震
速
報
の
訓
練
放
送

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

市
で
は
、
国
と
合
同
で
地
震
や
弾
道
ミ

サ
イ
ル
発
射
な
ど
の
緊
急
情
報
を
伝
え
る

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
の
訓
練
放
送
を
し
ま
す
。
音
声
は
、

市
内
に
設
置
し
た
防
災
行
政
無
線
か
ら
放

送
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
合
わ
せ
て
、
身
を
守
る
訓

練
な
ど
、
地
震
発
生
初
動
時
の
対
応
の
再

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

と

き

６
月
１５
日
（
水
）

午
前
１０
時

ご
ろ

内

容

（
チ
ャ
イ
ム
）「
こ
ち
ら
は
、

防
災
小
平
で
す
。
た
だ
い
ま
か
ら
訓
練
放

送
を
行
い
ま
す
」、（
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ

イ
ム
）「
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。

大
地
震
で
す
。こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す（
３

回
繰
り
返
す
）」、「
こ
ち
ら
は
、
防
災
小

平
で
す
」（
チ
ャ
イ
ム
）

※
防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
た
内
容
は
、

訓
練
放
送
実
施
後
か
ら
一
定
時
間
、
電
話

（
自
動
音
声
応
答
サ
ー
ビ
ス
☎
０４２
（
３
４

１
）
０
７
９
３
）
で
確
認
で
き
ま
す
。

問
合
せ

防
災
危
機
管
理
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
１
９

暮
ら
し
の
中
の

危
険
物
に
注
意
を

６
月
５
日
（
日
）
か
ら
１１
日
（
土
）
ま

で
は
、
危
険
物
安
全
週
間
で
す
。

家
庭
や
職
場
で
使
用
し
て
い
る
ス
プ
レ

ー
缶
（
殺
虫
剤
、
冷
却
ス
プ
レ
ー
な
ど
）

に
は
、
危
険
物
が
含
ま
れ
て
い
る
製
品
が

あ
り
ま
す
。
本
体
の
表
示
を
よ
く
読
み
、

次
の
こ
と
を
守
っ
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
火
気
の
近
く
で
使
用
し
な
い

▽
中
身
を
使
い
切
っ
て
か
ら
破
棄
す
る

▽
使
い
切
る
際
は
、
火
気
の
な
い
通
気
性

の
良
い
屋
外
で
噴
射
す
る

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
使

用
、
備
蓄
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
ア

ル
コ
ー
ル
は
発
火
性
が
あ
る
危
険
物
で

す
。
適
切
な
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

小
平
消
防
署
予
防
課
防
火
管
理

係
☎
０４２
（
３
４
１
）
０
１
１
９

避
難
所
管
理
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
時
に
開
設
さ

れ
る
避
難
所
は
、
避
難
し
て
き
た
地
域
住

民
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
、
地
域
住
民
や
学

校
関
係
者
な
ど
の
方
々
と
協
力
し
な
が

ら
、
避
難
所
管
理
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
や
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

避
難
所
管
理
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
は
、

被
災
後
に
避
難
所
運
営
体
制
を
い
ち
早
く

確
立
す
る
た
め
に
、
具
体
的
な
手
順
な
ど

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

現
在
、
災
害
時
の
避
難
所
と
な
る
市
立

小
・
中
学
校
お
よ
び
小
平
元
気
村
お
が
わ

東
の
２８
地
区
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や

見
直
し
に
向
け
た
会
議
な
ど
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
に
参
加
で
き

る
方
は
、
問
合
せ
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、
各
地
区
で
作
成
さ
れ
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

防
災
危
機
管
理
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
１
９

自
治
会
地
域
懇
談
会

自
治
会
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
作
り
や

情
報
共
有
、
先
進
事
例
の
紹
介
な
ど
を
し

ま
す
。
自
治
会
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
、

こ
れ
か
ら
自
治
会
を
立
ち
上
げ
た
い
と
考

え
て
い
る
方
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日

程

▽
６
月
２４
日
（
金
）

午
後
６

時
〜
８
時

中
央
公
民
館
講
座
室
２

▽
６
月
２５
日
（
土
）

午
前
１０
時
〜
正
午

東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
集
会
室
洋
室

定

員

各
２０
人

内

容

市
か
ら
の
説
明
、
自
治
会
活
動

の
ヒ
ン
ト
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

申
込
み

６
月
２０
日
（
月
）
ま
で
に
、
市

民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課
へ
（
電
話
・

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
可
、
先
着

順
）
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５
３
２
、
V
０４２

（
３
４
６
）
９
５
７
５
、
Akyodo-da

njyo@city.kodaira.lg.jp

シ
ル
バ
ー
ガ
イ
ド

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▪
多
摩
湖
と
狭
山
丘
陵
の
麓
を
巡
り
、
初

夏
を
告
げ
る
花
菖
蒲
を
観
賞
す
る

宅
部
池
、
狭
山
公
園
、
多
摩
湖
堤
防
、

八
国
山
緑
地
、
北
山
公
園
・
菖
蒲
苑
、
ふ

る
さ
と
資
料
館
、
志
村
け
ん
銅
像
な
ど
、

約
５
㌔
㍍
を
歩
き
ま
す
。

と

き

６
月
１５
日
（
水
）

雨
天
決
行

集

合

午
前
９
時
３０
分
、
西
武
線
武
蔵

大
和
駅
改
札
口

※
解
散
は
午
後
１
時
ご
ろ
、
西
武
線
東
村

山
駅
。

費

用

６
百
円

定

員

１５
人

申
込
み

６
月
６
日
（
月
）
か
ら
、
小
平

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
・

電
子
メ
ー
ル
可
、
先
着
順
）
☎
０４２
（
３
４

４
）
２
１
２
０
、
Akodaira@sjc.ne.jp

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集

多
摩
六
都
科
学
館
組
合

募
集
職
種

事
務
補
助
員

勤
務
内
容

文
書
作
成
、
デ
ー
タ
入
力
、

書
類
整
理
、
電
話
対
応
な
ど

勤
務
期
間

７
月
１
日
〜
令
和
５
年
３
月

３１
日

応
募
資
格

パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
、エ
ク
セ

ル
な
ど
）
の
基
本
的
な
操
作
が
で
き
る
方

募
集
人
数

１
人

面
接
日

６
月
２６
日
（
日
）

募
集
要
項
・
申
込
書
の
配
布

問
合
せ
先

で
配
布

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

H
検
索

多
摩
六
都
科
学
館
組
合

申
込
み

６
月
１３
日
（
月
）
ま
で
（
消
印

有
効
）
に
、
提
出
書
類
を
問
合
せ
先
へ
持

参
ま
た
は
送
付

※
持
参
の
場
合
は
土
曜・日
曜
日
を
除
く
。

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

多
摩
六
都
科
学
館
組
合
管
理
課

（
〒
１８８
︱
０
０
１
４

西
東
京
市
芝
久
保

町
５
︱
１０
︱
６４
）
☎
０
４
２
（
４
６
９
）

６
９
８
２

会
計
年
度
任
用
職
員

ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
を
募
集

夏
休
み
・
市
立
保
育
園

勤
務
内
容

市
立
保
育
園
で
の
保
育
補
助

勤
務
期
間

７
月
１
日
（
金
）
〜
８
月
３１

日
（
水
）
の
保
育
課
の
指
定
す
る
日

勤
務
時
間

平
日
の
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時

報

酬

時
給
１
千
百
４０
円
（
有
資
格
者

は
１
千
百
９０
円
）

申
込
み

履
歴
書
ま
た
は
所
定
の
申
込
書

（
写
真
を
貼
っ
た
も
の
）、
保
育
士
資
格

の
あ
る
方
は
資
格
証
の
写
し
を
問
合
せ
先

へ
本
人
が
持
参

※
７
月
１
日
（
金
）
ま
で
に
応
募
し
た
方

が
優
先
で
す
。
７
月
１
日
（
金
）
以
降
に

応
募
し
た
方
は
、
欠
員
が
出
た
場
合
に
順

次
選
考
対
象
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

各
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

大
沼
保
育
園
☎
０４２
（
３
４
１
）

０
７
２
６
、喜
平
保
育
園
☎
０４２（
３
２
１
）

６
９
４
９
、津
田
保
育
園
☎
０４２（
３
４
２
）

１
７
６
４
、小
川
保
育
園
☎
０４２（
３
４
３
）

３
６
２
１
、
小
川
西
保
育
園
☎
０４２
（
３
４

１
）
０
０
７
６
、
仲
町
保
育
園
☎
０４２
（
３

４
３
）
８
２
６
２
、
花
小
金
井
保
育
園
☎

０
４
２
（
４
６
２
）
５
７
７
５
、
上
宿
保

育
園
☎
０４２
（
３
４
５
）
１
１
６
３
、
上
水

南
保
育
園
☎
０４２
（
３
２
３
）
１
０
３
６

可
燃
ご
み
処
理
の

支

援

状

況

小
平
市
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
を
焼
却
処

理
し
て
い
る
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組

合
（
小
平
市
中
島
町
）
で
は
、
施
設
の
建

て
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
令
和
３
年
度
は
、
柳
泉
園
組
合
（
搬

入
量
３
千
７
百
１４
㌧
）、
ふ
じ
み
衛
生
組

合
（
搬
入
量
３
千
５
百
１９
㌧
）
で
、
可
燃

ご
み
の
一
部
を
処
理
（
広
域
支
援
）
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
も
引
き
続
き
、
柳
泉
園
組

合
（
予
定
量
３
千
５
百
㌧
）
お
よ
び
ふ
じ

み
衛
生
組
合
（
予
定
量
３
千
４
百
㌧
）
に

支
援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

よ
り
一
層
の
ご
み
の
減
量
・
分
別
の
徹

底
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ

資
源
循
環
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
５

ル
ネ
こ
だ
い
ら
の

大
舞
台
で
演
奏

小
平
市

青
少
年
音
楽
祭

出
演
者
募
集

バ
ン
ド
や
ギ
タ
ー
・
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語

り
な
ど
、
歌
や
演
奏
が
大
好
き
で
練
習
を

重
ね
て
い
る
青
少
年
の
皆
さ
ん
、
ル
ネ
こ

だ
い
ら
の
大
ホ
ー
ル
で
日
頃
の
成
果
を
発

揮
し
ま
せ
ん
か
。

と

き

１０
月
２３
日
（
日
）

午
前
１０
時

〜
午
後
４
時
３０
分

と
こ
ろ

ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対

象

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▽
１
組
３５
人
以
内
で
、
小
平
市
に
関
わ
り

の
あ
る
小
学
生
以
上
の
青
少
年
が
１
人
以

上
い
る
（
１
人
で
の
出
演
可
）

▽
代
表
者
会
議
（
９
月
９
日
（
金
）
の
午

後
７
時
か
ら
小
平
市
役
所
、
１０
月
２２
日

（
土
）
の
午
後
３
時
か
ら
ル
ネ
こ
だ
い

ら
）
に
出
席
で
き
る

※
演
奏
形
態
、
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん

（
カ
ラ
オ
ケ
に
よ
る
伴
奏
を
除
く
）。

募
集
数

１５
組

※
応
募
数
が
７
組
未
満
の
場
合
は
開
催
し

ま
せ
ん
。

企
画
・
運
営

小
平
市
青
少
年
委
員
会

協

力

小
平
青
少
年
吹
奏
楽
団

申
込
み

６
月
３０
日
（
木
）
の
午
後
５
時

ま
で
に
、
東
京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
サ

ー
ビ
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
３
面
欄
外
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
）
へ
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は

小
平
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
個
人
、
団
体

を
優
先
に
抽
選
し
、結
果
を
全
員
に
通
知
）

問
合
せ

地
域
学
習
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
８
３
４

世
界
が
誇
る
オ
ペ
ラ
歌
手

森
麻
季

ソ
プ
ラ
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

た
ぐ
い
ま
れ
な
技
術
に
裏
打
ち
さ
れ
た

透
明
感
の
あ
る
美
声
と
深
い
音
楽
性
で
、

常
に
第
一
線
で
活
躍
し
続
け
て
い
る
オ
ペ

ラ
歌
手
、
森
麻
季
が
癒
し
の
ひ
と
と
き
を

お
贈
り
し
ま
す
。

と

き

６
月
１８
日
（
土
）

午
後
３
時

開
演

と
こ
ろ

ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費

用

Ｓ
席
３
千
５
百
円
、
Ａ
席
３
千

円
（
全
席
指
定
）

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

出

演

森
麻
季
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
山
岸

茂
人
（
ピ
ア
ノ
）

曲

目

我
が
母
の
教
え
給
い
し
歌
、
越

谷
達
之
助
「
初
恋
」、シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
「
ア

ヴ
ェ
マ
リ
ア
」、
歌
劇「
ノ
ル
マ
」よ
り

清
ら
か
な
女
神
よ
ほ
か

申
込
み

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で

問
合
せ
先
へ

H
検
索

ル
ネ
こ
だ
い
ら

問
合
せ

ル
ネ
こ
だ
い
ら
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ

ン
タ
ー
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
０
０
０

市
民
活
動
で
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
講
座

市
民
活
動
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

「
伝
え
る
、
そ
の
前
に

伝
わ
る
情
報

発
信
っ
て
何
」
を
テ
ー
マ
に
、
わ
か
り
や

す
く
、
親
し
み
や
す
い
方
法
で
市
民
活
動

の
情
報
を
発
信
し
、
仲
間
を
増
や
す
方
法

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と

き

６
月
２５
日
、
７
月
２
日
の
土
曜

日

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

全
２

回と
こ
ろ

①
小
平
元
気
村
お
が
わ
東
あ
す

ぴ
あ
会
議
室
、
②
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

（
ズ
ー
ム
）

定

員

各
１０
人

※
保
育
４
人
あ
り
ま
す
（
１
歳
か
ら
就
学

前
ま
で
、
６
月
１８
日
（
土
）
ま
で
に
、
問

合
せ
先
へ
（
先
着
順
））。

申
込
み

６
月
５
日
（
日
）
か
ら
１９
日

（
日
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
住
所
（
町
名
ま
で
）、
氏
名
、
電
話

番
号
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
参
加
場

所
（
①・②
）
を
問
合
せ
先
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ

小
平
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
す
ぴ
あ
☎
０４２
（
３
４
８
）
２
１
０
４
、

Ainfo@kodaira-shiminkatsudo-
ctr.jp




